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大
学

活
動
と
し
て
の
戦
争
展

―
明
治
大
学
の
開
催
事
情

―

鈴

木

秀

幸

一

展
示
活
動
の
意
義

今
日
、
大
学

活
動
に
あ
っ
て
、
展
示
が
不
可
欠
ど
こ
ろ
か
、
き
わ
め
て
有

意
義
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
々
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
明
治
大
学

資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
は
、
そ
の
前
身
・
歴

編

纂
事
務
室
時
代
に
筆
者
は
『
明
治
大
学

紀
要
』
第
一
一
号
「
『
明
治
大
学
百

年

』
編
纂
と
「
明
治
大
学
の
歴

展
」
に
つ
い
て
」
を
は
じ
め
と
し
て
、

『
歴

編
纂
事
務
室
報
告
』
第
二
十
三
集
「
創
立
一
二
〇
周
年
と
明
治
大
学


展
」
ま
で
、
大
学

展
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
り
、
論
じ
て
き
た
。
ま
た
セ
ン

タ
ー
開
設
後
は
改
題
し
た
『
大
学

資
料
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
二
十
六
集
（
通

号
）
に
お
い
て
「
明
治
大
学

の
展
示
」
と
し
て
特
集
を
し
、
多
く
の
ペ
ー
ジ

を
割
い
た
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
学

展
示
に
重
点
を
置
き
、
さ
ら
に
展
開
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
に
は
わ
け
が
あ
る
。
実
際
、
二
〇
〇
二
年
度

明
治
大
学
規
程

第
一
〇
号
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
明
治
大
学

資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
」
の
第


条
に
は
、
展
示
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第

条

セ
ン
タ
ー
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

う
。

（

）
資
料
の
展
示

（

）
展
示
場
の
管
理
・
運
営

さ
ら
に
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
上
記
の
学
内
基
本
法
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
六
年

一
一
月
に
は
「
明
治
大
学

資
料
セ
ン
タ
ー
利
用
要
綱
」
を
制
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
正
式
か
つ
本
格
的
に
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
当
然
、
そ
の

た
め
に
は
閲
覧
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
展
示
に
よ
る
資
料
公
開
と
い
う
業
務
も

十
分
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
目
標
を

五
点
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
番
目
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。


、
情
報
の
サ
ー
ビ
ス

こ
の
こ
と
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
問
い
合
せ
へ
の
応
対
、
展
示
や
出
版

等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
等
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
標
に
基
づ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
重
点
的
な
業
務
分
野
と
し
て

三
点
ほ
ど
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
展
示
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当

セ
ン
タ
ー
事
務
室
は
学
内
で
は
専
用
展
示
室
の
あ
る
神
田
駿
河
台
の
校
舎
ア
カ

デ
ミ
ー
コ
モ
ン
内
で
常
設
展
示
、
事
務
室
の
あ
る
大
学
会
館
ロ
ビ
ー
内
で
小


展
、
和
泉
の
中
央
校
舎
内
ロ
ビ
ー
で
和
泉
小

展
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
駿

河
台
校
舎
の
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
岸
本
辰
雄
記
念
ホ
ー
ル
に
お
け
る
各
部
署
共
同

展
示
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
学
外
で
は
創
立
者
出
身
地
巡
回
展
と
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し
て
、
創
立
者
出
身
地
の
自
治
体
と
共
同
提
携
し
て
展
示
に
当
っ
て
い
る
（
創

立
者
は
三
名
ゆ
え
、
三
地
区
で
。
初
年
度
は
写
真
に
よ
る
導
入
展
、
次
年
度
は

モ
ノ
資
料
も
含
め
た
本
格
的
な
展
示
。
計
六
年
計
画
）。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
企
画
展
・
特
別
展
（
以
下
、
「
企
画
展
」
）
の
類
は
、
上

記
小

展
で
そ
れ
ら
し
き
こ
と
を
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て

い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
幸
い
、
当
セ
ン
タ
ー
常
設
展
示
室
の
あ
る
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
モ
ン
内
に
は
、
大
学
博
物
館
管
理
に
よ
る
専
用
の
企
画
展
示
室
が
あ

り
、
し
か
も
展
示
を
募
集
し
て
い
る
た
め
、
企
画
展
実
現
に
さ
ほ
ど
時
間
と
手

間
を
要
し
な
か
っ
た
。

二

本
展
示
開
催
の
契
機

当
セ
ン
タ
ー
事
務
室
に
と
っ
て
は
は
じ
め
て
の
企
画
展
の
開
催
に
当
っ
て
、

テ
ー
マ
設
定
は
い
た
っ
て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
一
五
年
戦

争
と
明
治
大
学
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
以
前
か
ら
、
企
画
展
を

実
施
す
る
場
合
に
は
第
一
の
候
補
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と

経
緯
を
い
さ
さ
か
年
譜
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

一
九
九
六
年
（
平
成
八
）
五
月
一
六
日
夕
方
、
帰
宅
す
る
た
め
筆
者
は
、
執

務
室
（
当
時
は
歴

編
纂
事
務
室
）
を
退
出
し
よ
う
と
し
て
い
た
時
、
隣
室
の

石
川
広
報
部
長
の
案
内
に
よ
っ
て
一
人
の
女
性
を
紹
介
さ
れ
た
。
広
島
市
か
ら

上
京
さ
れ
た
と
い
う
そ
の
女
性
の
名
前
は
富
樫
直
子
と
名
乗
ら
れ
た
。
明
治
大

学
を
卒
業
し
た
実
兄
の
遺
品
を
受
け
取
っ
て
ほ
し
い
が
、
分
ら
な
い
の
で
、
受

付
で
聞
い
て
広
報
担
当
を
う
か
が
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
兄
と
は
後
述

す
る
武
石
益
則
で
あ
り
、
そ
の
関
係
の
資
料
を
か
か
え
て
も
っ
て
こ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治
大
学
の
学
生
時
代
と
学
徒
出
陣
に
よ
る
軍
隊

時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
際
、
ま
だ
自
宅
に
あ
る
と
い
う
手
紙
・

葉
書
類
の
私
文
書
に
つ
い
て
も
寄
贈
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
心
よ
く
応
じ
ら

れ
、
七
月
一
七
日
に
郵
送
に
て
届
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
九
年
（
平
成
一

一
）
六
月
一
日
、
大
学

料
委
員
会
（
前
身
は
百
年

編
纂
委
員
会
）
の
委
員

長
加
藤
隆
政
治
経
済
学
部
教
授
は
広
島
出
張
の
折
、
富
樫
家
を
訪
問
、
聞
き
取

り
調
査
を
直
子
氏
と
夫
君
隆
夫
氏
（
予
科
は
明
大
）
か
ら
行
な
っ
た
が
、
そ
の

際
、
写
真
な
ど
の
追
加
資
料
も
寄
贈
さ
れ
た
。
ま
た
、
持
ち
き
れ
な
い
分
は
郵

送
で
贈
ら
れ
た
（
六
月
八
日
着
）。

こ
の
間
、
受
贈
資
料
の
目
録
作
成
に
つ
と
め
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
利
用

の
こ
と
も
意
識
し
は
じ
め
た
。
前
記
し
た
加
藤
教
授
は
、『
明
治
大
学
百
年

』

編
纂
時
に
は
、
戦
時
体
制
下
の
学
園
に
つ
い
て
、
担
当
さ
れ
た
実
績
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
完
成
し
た
目
録
お
よ
び
資
料
を
検
討
さ
れ
、
大
学

料
委
員

会
『
大
学

紀
要

紫
紺
の
歴
程
』
第
四
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
三
一
日
）
で

は
「
和
泉
予
科
の
学
風
」
と
題
し
、
武
石
益
則
が
予
科
時
代
に
記
し
た
日
記
に

よ
り
、
予
科
の
学
生
生
活
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
広
報
紙
『
明
治
大
学
学
園
だ

よ
り
』
第
二
八
四
号
（
一
九
九
九
年
一
一
月
一
五
日
）
で
は
「
学
徒
兵

武
石

益
則
の
行
動
理
念
」
（
一
九
九
九
年
一
一
月
一
五
日
）
と
題
し
、
軍
隊
時
代
の

日
記
を
分
析
し
、
大
学
時
代
へ
の
思
い
を
も
紹
介
し
て
い
る
。

な
お
、
当
時
、
明
治
大
学
の
大
学

活
動
に
理
解
を
示
さ
れ
て
い
た
有
馬
輝

武
（
故
人
、
元
理
事
）
は
武
石
益
則
の
資
料
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
正
木
蕃

（
親
友
）
と
予
科
以
来
の
同
期
、
か
つ
同
じ
特
攻
兵
で
あ
っ
た
た
め
、
前
出

『
大
学

紀
要

紫
紺
の
歴
程
』
第
二
号
（
一
九
九
八
年
三
月
三
一
日
）
で

「
同
期
の
桜

―
第
十
四
期
予
備
学
生
の
軌
跡
」
と
い
う
一
文
を
綴
っ
て
い
た

だ
い
た
。

ま
た
一
九
九
六
年
一
〇
月
二
六
日
か
ら
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
一
月
三

一
日
ま
で
、
大
学
会
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
第
三
回
明
治
大
学
小

展
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「
あ
る
戦
没
学
徒
の
生
涯

―
政
治
経
済
学
部
生
・
武
石
益
則

―
」
を
開
催

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
経
験
は
今
回
の
展
覧
会
の
企
画
・
実
行
に
大
い
に
役

立
っ
た
。
な
お
、
そ
の
前
年
、
つ
ま
り
一
九
九
五
年
一
二
月
、
本
学
生
田
校
舎

で
も
「
戦
争
と
教
育
」
展
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
国
の
総
長
に
よ
る
平
和
声

明
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
同
一
の
パ
ネ
ル
を
関
係
大
学
で
巡
回
し
て
展
示
す

る
も
の
で
あ
っ
た
（
主
幹
は
後
述
す
る
立
命
館
大
学
）
。
本
学
で
は
受
入
れ
の

窓
口
は
庶
務
課
で
あ
っ
た
が
、
実
務
は
歴

編
纂
事
務
室
で
担
っ
た
。
そ
の

際
、
と
く
に
追
加
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
本
学
に
関
す
る
戦
争
関
係
資
料
も
展
示

を
し
た
。

三

本
展
示
開
催
の
準
備
（

）

―
先
行
展
示
の
研
究

―

と
は
い
え
、
上
記
し
た
本
大
学
の
小

展
や
巡
回
展
の
経
験
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
ま
ず
は
先
行
展
示
の
検
討
か
ら
入
っ
た
。
と
く
に
近
年
で
は
平
和

や
戦
争
に
関
す
る
博
物
館
や
資
料
館
が
多
数
、
開
設
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ

れ
ら
は
書
籍
（
例
え
ば
『
平
和
博
物
館
・
戦
争
資
料
館

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
一

九
九
五
年
四
月
二
五
日
、
青
木
書
店
、
『
世
界
の
平
和
博
物
館
』
一
九
九
五
年

八
月
二
五
日
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
『
人
権
を
め
ぐ
る
博
物
館
ガ
イ
ド
』
二

〇
〇
三
年
一
二
月
二
五
日
、
解
放
出
版
社
等
々
）
や
イ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー

ム
・
ペ
ー
ジ
）
等
に
よ
っ
て
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
ら
に
よ

り
、
展
覧
会
も
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
っ
た
。

と
こ
ろ
が
大
学
設
置
の
博
物
館
、
あ
る
い
は
大
学
主
催
の
展
覧
会
と
な
る
と

き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
も
知
っ
た
。
し
か
も
前
者
は
、
わ
ず
か
一
館
に
す
ぎ

ず
、
そ
れ
は
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
一
九
九
二
年
設
置
）
で

あ
る
。
「
人
間
の
可
能
性
が
豊
か
に
花
開
く
平
和
な
社
会
の
実
現
に
む
け
て
努

力
す
る
」
同
館
は
「
平
和
創
造
の
面
に
お
い
て
大
学
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責

任
を
自
覚
し
、
平
和
創
造
の
主
体
者
を
は
ぐ
く
む
」
と
い
う
高
尚
な
理
念
に
応

し
く
、
施
設
面
に
お
い
て
も
実
際
、
常
設
展
示
室
（
地
下
一
階
、
二
階
）
や
資

料
室
を
有
す
る
、
か
な
り
本
格
的
な
博
物
館
で
あ
り
、
そ
の
活
動
も
常
設
展
以

外
に
特
別
展
、
講
演
会
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
大
学

活

動
に
お
け
る
展
示
の
企
画
・
構
成
上
、
啓
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
と

く
に
同
館
の
活
動
か
ら
、
観
覧
者
に
対
し
て
現
実
感
を
持
た
せ
、
主
体
性
を
持

た
せ
る
こ
と
の
必
要
を
痛
切
に
感
じ
た
。

一
方
、
後
者
の
各
大
学
に
お
け
る
十
五
年
戦
争
に
関
す
る
企
画
展
に
つ
い
て

も
調
査
を
し
た
。
以
下
、
各
大
学
の
実
績
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

東
北
大
学
（

料
館
）

東
北
大
学

料
館
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
六
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
五

年
（
平
成
一
七
）
の
一
一
月
一
日
か
ら
翌
年
二
月
二
四
日
ま
で
、「
「
学
徒
」
た

ち
の
「
戦
争
」

―
東
北
帝
国
大
学
の
学
徒
出
陣
・
学
徒
動
員

―
」
と
題
し
、

同
館
展
示
室
で
行
な
っ
た
。
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
を
最
初
に
立
ち
あ
げ
た
同
大

学
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
し
く
、
こ
の
種
の
展
示
で
も
全
国
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス

の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
展
示
は
学
徒
出
陣
と
学
徒
動
員
に
焦
点
を

あ
て
、
堅
実
な
内
容
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

京
都
大
学
（
大
学
文
書
館
）

大
学

活
動
を
精
力
的
大
々
的
に
展
開
す
る
京
都
大
学
大
学
文
書
館
は
二
〇

〇
六
年
一
月
一
七
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
同
館
歴

展
示
室
で
、
「
京
都
大
学

に
お
け
る
「
学
徒
出
陣
」
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
な
っ
た
。
学
内
に
関
係
資

料
が
多
く
の
こ
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
経
費
の
措
置
も
十
分
に
と
ら
れ
、
か
な

り
本
格
的
な
展
覧
会
が
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
展
示
終
了
後
に
は
大
部
な

報
告
書
で
、
調
査
研
究
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。

駒
澤
大
学
（
大
学

資
料
室
）
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特
色
の
あ
る
展
示
活
動
を
す
る
駒
澤
大
学
大
学

資
料
室
は
、
第
五
回
特
別

展
を
「
戦
争
と
大
学
」
と
し
、
二
〇
〇
六
年
七
月
三
日
か
ら
九
月
二
九
日
ま
で
、

同
大
学
禅
文
化
歴

博
物
館
大
学

展
示
室
で
開
催
し
た
。
十
五
年
戦
争
下
の

駒
澤
大
学
に
つ
い
て
、
学
徒
動
員
と
軍
事
教
練
、
学
徒
出
陣
に
分
け
て
、
文
書

以
外
、
と
く
に
モ
ノ
資
料
の
展
示
な
ど
、
「
見
せ
る
」
展
示
に
つ
と
め
、
さ
ら

に
駒
澤
大
学
以
外
に
つ
い
て
も
一
般
性
を
有
す
る
出
来
事
と
し
て
う
っ
た
え
た
。

東
洋
大
学
（
校
友
会
）

同
大
学
の
校
友
会
は
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
に
学
徒
出
陣
戦

没
者
の
調
査
を
二
年
計
画
で
進
め
、
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
に
は
「
平
和
祈
念
の

碑
」
を
建
立
し
た
。
そ
の
間
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
二
日
に
は
白
山
キ
ャ
ン

パ
ス
の
白
山
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
「
戦
後


年
・
戦
時
下
の
東
洋
大
学
」
展
を

催
し
た
。
日
頃
の
地
道
な
調
査
活
動
の
成
果
を
披
露
し
た
も
の
で
あ
る
。
翌
年

に
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
資
料
で
再
び
展
覧
会
を
開
催
し
た
こ
と
は
、
戦
争
を
風
化

さ
せ
な
い
た
め
、
そ
し
て
調
査
を
さ
ら
に
続
け
る
た
め
に
、
き
わ
め
て
有
意
義

で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
先
行
的
な
常
設
展
・
企
画
展
は
き
わ
め
て
参
考
と
な
る
と

と
も
に
、
戦
争
・
平
和
の
展
示
の
必
要
性
を
一
層
強
く
感
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本
展
覧
会
開
催
の
問
題
意
識
は
大
体
持
っ
て
い
た
つ
も

り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
具
体
化
・
実
践
化
す
る
前
に
今
一
度
、
確
認
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（

）
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
と
風
化
の
危
機
の
中
で
、
開
催
す
る
こ
と
は

社
会
的
使
命
で
あ
る
。

（

）
戦
時
、
つ
ま
り
非
常
事
態
の
中
で
、
関
係
者
、
と
く
に
学
生
な
り
に
精

一
杯
し
た
こ
と
は
何
か
を
解
明
し
、
展
示
す
べ
き
で
あ
る
。

（

）
戦
争
に
関
し
、
大
学
と
し
て
も
情
報
公
開
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

四

本
展
示
開
催
の
準
備

―
具
体
的
業
務

―

以
上
の
意
識
と
気
概
に
よ
り
、
し
ば
ら
く
し
て
開
催
の
挨
拶
文
を
作
成
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ

平
和
は
あ
た
り
ま
え
と
さ
れ
、
国
際
化
、
共
生
社
会
が
叫
ば
れ
る
現
代
で
す

が
、
こ
の
地
球
上
で
は
戦
争
が
絶
え
な
い
の
も
事
実
で
す
。

こ
の
日
本
に
と
っ
て
も
、
有

以
来
の
大
戦
争
と
い
う
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
十

五
年
戦
争
（
満
州
事
変
・
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争
）
が
終
結
し
て
か
ら
、
六

一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
戦
後
日
本
は
ま
だ
ま
だ
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
と
い
う
よ
り
も
忘
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
実
、
当
時
、
教
育
の
世
界
で
は
学
問
や
教
育
は
停
止
さ
れ
、
大
学
・
高
等

学
校
・
専
門
学
校
に
あ
っ
て
は
勤
労
動
員
ど
こ
ろ
か
、
つ
い
に
は
学
徒
出
陣
と

い
う
き
わ
め
て
異
常
な
事
態
に
陥
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
貴
重
な
命
を
失
う

こ
と
と
も
な
り
ま
し
た
。

本
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
の
事
実
に
つ
い
て
、
明
治
大
学
を
中
心
に
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
そ
し
て
今
後
、
私
達
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
何
を

な
す
べ
き
か
、
そ
う
し
た
こ
と
の
手
が
か
り
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
つ
も
り

で
す
。

本
大
学
博
物
館
の
協
力
に
よ
り
、
開
催
の
時
期
と
場
所
は
ス
ム
ー
ズ
に
決
っ

た
。
会
期
は
二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八
）
七
月
一
日
か
ら
八
月
一
八
日
、
場
所

は
博
物
館
特
別
展
示
室
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
向
け
て
内
容
構
成
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
年

の
一
月
か
ら
は
鳥
取
市
歴

博
物
館
に
お
け
る
明
治
大
学
創
立
者
岸
本
辰
雄
展
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（
本
展
）
開
催
、
同
館
の
女
性
第
一
号
弁
護
士
中
田
正
子
展
へ
の
協
力
、
天
童

市
図
書
館
に
お
け
る
明
治
大
学
創
立
者
宮
城
浩
蔵
展
準
備
と
展
覧
会
関
係
の
業

務
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
と
調
整
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
四
月
以
降
は

急
速
に
準
備
を
進
め
た
。

ま
ず
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
す
る
十
五
年
戦
争
期
の
資
料
、
と
く
に
戦
争

に
関
わ
る
も
の
を
中
心
に
検
討
を
進
め
た
。
こ
の
際
、
や
は
り
明
治
大
学
百
年


編
纂
に
よ
る
資
料
集
（
刊
行
物
）
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
前
記
し

た
富
樫
家
か
ら
の
受
贈
資
料
は
当
然
の
よ
う
に
抽
出
し
た
。

資
料
に
基
づ
き
、
資
料
を
精
査
し
、
資
料
に
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
学


活
動
の
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
当
セ
ン
タ
ー
は
、
展
示
の
場
合
も
例
外
で
は
な
く
、

事
務
局
全
員
こ
の
点
に
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
要
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
程
度
、
資
料
面
の
把
握
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
展
示
方
法
の

策
定
に
入
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
以
下
の
三
点
と
し
た
。

（

）
特
色
の
あ
る
内
容
構
成
と
す
る


制
度
的
一
般
事
項
を
少
な
く
す
る
。


人
物
を
中
心
と
す
る
が
、
個
人
顕
彰
は
し
な
い
。


さ
ら
に
そ
の
人
物
の
活
動
の
中
で
、
中
心
的
な
こ
と
に
焦
点
を
当
て
る
。

（

）
観
覧
者
に
考
え
て
も
ら
う


戦
争
展
に
あ
り
が
ち
な
悲
惨
さ
の
み
の
強
調
、
主
義
主
張
の
押
し
つ
け
に

陥
ら
な
い
。


し
た
が
っ
て
最
低
限
の
解
説
情
報
の
提
供
に
つ
と
め
る
。


と
は
い
え
特
殊
な
戦
時
用
語
に
つ
い
て
は
、
解
説
ビ
ラ
を
用
意
し
て
、
補

足
す
る
。

（

）
大
学

展
な
ら
で
は
の
展
示
に
つ
と
め
る


と
く
に
大
学
、
そ
し
て
大
学
生
を
中
心
と
す
る
。

こ
の
こ
と
が
確
定
す
れ
ば
、
テ
ー
マ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
内
容
構
成
は
容
易
と

な
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
明
大
生
と
学
徒
兵
」
と
し
た
。
そ
れ
で
も
一
時
は
「
明

大
生
」
と
「
学
徒
兵
」
の
ど
ち
ら
を
先
に
す
る
か
、
検
討
し
た
が
、
や
は
り
前

記
三
の
（

）、
（

）
の
こ
と
が
決
め
手
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
テ
ー
マ
や
方
法

を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
、
や
は
り
富
樫
家
寄
贈
文
書
は
実
に
有
効
で
あ
る

こ
と
も
再
確
認
し
た
。

こ
う
し
て
、
第
一
部
を
十
五
年
戦
争
と
明
治
大
学
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
さ
ら

に
太
平
洋
戦
争
前
夜
と
太
平
洋
戦
争
下
に
区
別
し
、
全
体
の
約
三
割
を
充
当
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
第
二
部
は
学
徒
兵
に
つ
い
て
、
こ
こ
は
全
て
を
富
樫

家
寄
贈
資
料
と
し
た
。
そ
し
て
学
徒
兵
武
石
益
則
の
生
涯
を
幼
少
年
時
代
、
明

大
予
科
時
代
、
学
部
時
代
、
軍
隊
時
代
、
最
期
と
区
分
し
た
が
、
展
示
全
体
の

七
割
近
く
を
当
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
い
う
こ
と
は
、
本
展
示
で
は
武
石
益
則
が
主
人
公
的
存
在
で
あ
っ
た
。
中

で
も
彼
の
学
部
時
代
の
慰
問
演
芸
隊
の
活
動
は
そ
の
後
の
軍
隊
時
代
の
生
活
と

関
連
付
け
つ
つ
、
本
展
示
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
。
と
く
に
同
人
の
資
料
に

は
、
モ
ノ
資
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
展
示
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
な
る
と
、
武
石
益
則
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
調
査
や
研
究
が
必

要
に
な
り
、
そ
の
た
め
広
島
市
在
住
の
富
樫
氏
に
は
、
幼
少
時
の
写
真
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
追
加
資
料
の
提
供
を
願
っ
た
り
、
（
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
）
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
の
作
成
を
願
っ
た

り
、
時
に
は
聞
き
取
り
も
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
武
石
益
則
と
熊
本
予
備
士

官
学
校
時
代
に
共
に
過
し
た
宮
崎
県
延
岡
市
の
廣
瀬
富
士
男
氏
は
わ
ざ
わ
ざ
来

室
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
飯
塚
君
子
氏
・
同
邦
明
氏
ら
、
飯
塚
国
五
郎
の
子
孫
の
方
々
が
来
室

さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
た
。
飯
塚
国
五
郎
と
は
当
時
、
教
職
員
や



――――

大学活動としての戦争展（鈴木）

予
科
生
か
ら
慕
わ
れ
た
配
属
将
校
で
あ
っ
た
。
戦
死
後
、
子
息
の
勝
が
肖
像
画

を
明
治
大
学
に
寄
贈
、
当
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
保
存

状
態
が
良
く
、
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
て
、
武
石
益
則
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
、
確
定
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
四
月
八
日

出
生
（
中
国
大
連
）

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月

今
治
第
一
尋
常
高
等
小
学
校
入

学

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月

山
口
県
宇
部
市
立
神
原
尋
常
高

等
小
学
校
卒
業

一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
四
月

山
口
県
立
宇
部
中
学
校
入
学

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
三
月

山
口
県
立
宇
部
中
学
校
卒
業

一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
四
月

大
倉
高
等
商
業
学
校
入
学

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
二
月

大
倉
高
等
商
業
学
校
中
途
退
学

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
四
月

明
治
大
学
予
科
入
学

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
三
月

明
治
大
学
予
科
卒
業

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
四
月

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
入
学

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
一
月

明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
仮
卒

業

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月

出
征
（
学
徒
兵
）

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
三
一
日

戦
死
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン

島
）

（
注
）
武
石
益
則
実
妹
富
樫
直
子
氏
作
成
の
も
の
に
追
記
し
た

さ
ら
に
第
一
部
・
第
二
部
と
も
、
い
わ
ゆ
る
資
料
の
し
ぼ
り
込
み
が
な
さ

れ
、
後
掲
の
記
録
資
料
の
部
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
よ
う
な
編
成
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
解
説
文
や
「
お
礼
の
こ
と
ば
」
等
の
執
筆
を
急
ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
段
階
で
展
示
業
者
の
選
定
や
事
務
手
続
に
入
り
、
決
定
後
は
会
場

レ
イ
ア
ウ
ト
、
パ
ネ
ル
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
作
成
、
展
示
用
品
の
選
定
等
々
か
な
り

技
術
的
な
段
階
に
入
っ
た
。
そ
う
し
て
成
っ
た
展
示
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
写

真
（
図
録
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
補
足
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
も
同
時
に
進
め
た
が
、
前
者
は
印
刷
業
者
に
依
頼
し
た
。

五

課
題
・
反
省
さ
ま
ざ
ま

本
展
覧
会
は
本
学
に
と
っ
て
最
初
と
い
っ
て
よ
い
戦
争
展
で
あ
っ
た
が
、
開

催
時
期
が
夏
季
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
鉄
道
駅
に
近
い
新
校
舎
で
実
施
し
た
こ

と
等
々
の
好
条
件
が
重
な
り
、
多
く
の
方
々
の
観
覧
を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
、
課
題
と
す
べ
き
こ
と
も
多
か
っ
た
。
と
り

わ
け
技
術
的
な
面
で
は
反
省
点
が
多
々
あ
る
。
こ
こ
で
は
以
下
の
四
点
を
記
し

て
お
く
。

（

）
資
料
の
劣
化
と
展
示


全
体
と
し
て
劣
化
資
料
に
よ
り
「
黄
色
い
」
展
示
風
景
と
な
っ
た
。


こ
れ
以
上
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
、
照
明
等
に
工
夫
を
要
す
る
。

（

）
読
み
に
く
い
資
料
の
提
示
法


劣
化
し
た
り
、
細
か
な
文
字
の
資
料
は
拡
大
コ
ピ
ー
や
解
読
文
を
付
し
た

が
、
十
分
に
徹
底
で
き
な
か
っ
た
。

（

）
壁
面
と
展
示
台
の
展
示
バ
ラ
ン
ス


主
に
壁
面
は
解
説
と
写
真
の
パ
ネ
ル
、
そ
の
前
の
展
示
台
（
通
称
「
サ
イ

コ
ロ
」
）
は
関
係
原
資
料
を
展
示
し
た
が
、
位
置
の
上
で
一
致
し
な
い
部

分
が
あ
っ
た
。
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（

）
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
大
き
さ


キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
大
き
さ
は
展
示
ケ
ー
ス
の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
、
手

前
の
も
の
と
奥
ま
っ
た
所
の
も
の
と
は
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（

）
案
内
人
の
必
要


受
付
所
を
設
け
て
、
会
場
で
案
内
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
特
定
の
日

以
外
は
常
駐
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
博
物
館
事
務
室
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
。

以
上
の
ほ
か
、
資
料
の
解
釈
は
も
と
よ
り
、
文
章
の
作
成
や
用
語
の
使
用
等

々
、
常
々
、
日
本
近
代

あ
る
い
は
戦
争
・
平
和
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
た
。

出
口
の
所
に
は
感
想
ノ
ー
ト
を
用
意
し
た
が
、
思
い
の
ほ
か
多
く
の
方
々
が

意
見
を
書
か
れ
た
。
戦
争
や
平
和
に
対
す
る
考
え
方
、
展
示
の
技
術
的
な
こ

と
、
あ
る
い
は
自
己
の
戦
争
体
験
に
つ
い
て
、
小
学
生
か
ら
年
輩
者
ま
で
、
怒

り
・
涙
・
警
告
等
々
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
感
動
的
で
あ

る
。
ま
た
本
学
学
生
も
多
く
が
観
覧
し
た
（
中
に
は
ゼ
ミ
の
一
環
と
し
て
）
。

こ
と
は
、
大
学

活
動
を
す
る
私
達
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
使
命
を
果
し
た
よ
う

な
気
も
し
た
。

ま
た
マ
ス
コ
ミ
取
材
の
中
で
、
毎
日
新
聞
は
と
く
に
「
キ
ャ
ン
パ
る
」
欄

（
二
〇
〇
六
年
八
月
一
一
日
付
）
で
取
り
上
げ
た
が
、
「
武
石
さ
ん
の
最
期
に
行

く
に
つ
れ
、
切
な
い
思
い
に
か
ら
れ
た
」
と
い
う
記
事
は
印
象
に
残
っ
た
。

な
お
、
富
樫
隆
夫
・
直
子
夫
妻
は
わ
ざ
わ
ざ
広
島
市
よ
り
、
東
京
在
住
の
実

妹
の
久
子
氏
と
と
も
に
来
観
さ
れ
た
。

同
展
示
の
終
了
後
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
四
日
、
当
室
員
を
代
表
し
て
、

村
松
玄
太
と
筆
者
は
広
島
大
学
で
の
全
国
大
学

協
議
会
全
国
大
会
研
究
会
の

帰
途
、
し
ま
な
み
海
道
を
渡
り
、
愛
媛
県
今
治
市
の
大
三
島
に
向
っ
た
。
目
的

は
同
島
に
眠
る
武
石
益
則
の
墓
誌
に
参
拝
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
野
々
江
と
い

う
集
落
の
み
か
ん
畑
の
一
角
・
共
同
墓
地
で
瀬
戸
内
海
を
見
つ
め
る
よ
う
に
同

人
は
眠
っ
て
い
た
。
そ
の
墓
碑
「
武
石
家
之
墓
」
の
横
に
姉
千
代
（
故
人
）
の

書
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
墓
誌
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。

文
通
院
釈
釋
小
南
居
士

昭
和
二
十
年
五
月
三
十
一
日植

太
郎

長
男

行
年
二
十
五
才

位
記

正
八
位
勲
六
等
単
光
旭
日
章

陸
軍
少
尉

武
石
益
則

明
治
大
学
在
学
中
学
徒
動
員
の
令
に
よ
り
昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
都
城
歩

兵
連
隊
に
入
隊
昭
和
十
九
年
九
月
十
四
日
熊
本
予
備
士
官
学
校
に
入
校
昭
和
二

十
年
五
月
三
十
一
日
ル
ソ
ン
島
ヤ
ン
ギ
ラ
ン
に
於
て
戦
死
す

昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
二
日
戦
死
地
の
霊
石
及
生
前
愛
用
の
遺
品
を
益
則

の
霊
と
し
平
成
元
年
十
一
月
五
日
武
石
家
墓
所
に
納
む

老

父

万

涙

児
益
則
接
戦
死
報

老
父
今
日
断
腸
感

応
召
出
陣
有
遺
文

尊
重
其
意
送
余
生

千
代
書

本
展
覧
会
の
開
催
に
当
っ
て
は
、
富
樫
隆
夫
・
直
子
夫
妻
を
は
じ
め
多
く
の

方
の
御
指
導
・
御
協
力
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
求
め
に
応

じ
本
展
覧
会
に
対
す
る
論
考
・
感
想
・
意
見
を
い
た
だ
い
た
（
後
掲
）
。
深
く
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感
謝
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
本
稿
の
む
す
び
に
代
え
て
、
展
示
パ
ネ
ル
に
し
た

「
お
礼
の
こ
と
ば
」
を
記
し
た
い
。

お
礼
の
こ
と
ば

戦
争
を
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
大
学

の
中
で
取
り
上
げ
る
こ
と
の
む
ず
か

し
さ
は
、
本
展
示
を
企
画
す
る
段
階
か
ら
予
測
で
き
ま
し
た
。
実
行
し
て
み
る

と
、
案
の
定
そ
の
こ
と
を
一
層
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
今
回
あ
え
て
実
行
し
た
の
は
、
二
つ
の
理
由
に
よ
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
は
十
五
年
戦
争
お
よ
び
そ
の
時
の
教
育
の
こ
と
が
風
化
し
て
い
る
の
で

は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
校
友
の
方
々
（
と
く
に
戦
争
関
係

者
）
か
ら
の
受
贈
資
料
を
ぜ
ひ
公
開
し
た
い
た
め
で
す
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
資
料
所
蔵
状
況
と
展
示
で
す
が
、
今
後
の
御
指
導
と
御

協
力
に
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
展
示
は
多
く
の
方
々
の
受
贈
資
料
に
よ
り
成
り
ま
し
た
。
と
く
に

武
石
益
則
関
係
資
料
の
多
く
は
広
島
市
の
富
樫
隆
夫
・
直
子
御
夫
妻
に
よ
る
も

の
で
す
。
本
日
は
御
観
覧
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
付
）

本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
本
展
示
は
当
大
学

資
料
セ
ン
タ
ー
事
務
室
全
員

で
当
っ
た
が
、
直
接
に
は
阿
部
裕
樹
（
展
示
担
当
）
と
鈴
木
が
担
当
し
た
。
な

お
、
本
稿
の
中
に
は
、
後
掲
・
記
録
資
料
の
部
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

行
論
上
、
あ
え
て
紹
介
し
た
。


